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本研究の罰的は、認知症高齢者の介護に携わる介護職員が認知症高齢者の雷語理解の程度を把握す
る場合の視点、および認知症高齢者とコミュニケーションをとるときに心がけている視点について検
討することである。このため、特別養護老人ホームの介護職員156人を対象に、独自の質問項呂を用
いたアンケート調査を実施した。その結果、介護職員における認知症高齢者の雷語理解の程度を把撞
する場合の視点について、「言語紙念の理解Ji生活雷語の理解Ji身体運動・イメージの理解」の3
因子が抽出された。また、介護職員における認知症高齢者とのコミュニケーションをとるときに心が
けている視点については、「コミュニケーションへの配慮Ji非言語的コミュニケーシヨンJiコミュ
ニケーションの具体的工夫jの3国子が抽出された。これらの因子について検討した結来、介護職員
は認知症高齢者の雷語理解の程度を把握したうえで、言語理解の程度に応じたコミュニケーション手
段を考慮しながらコミュニケーションをとることを心がけていることが推察された。
しはじめに
介護者と被介護者の相互性が高いほど介護者としての準備状態がよく、介護を通じて得られる報醗も多
いと雷われている九介護者の介護に関する認識について、介護には負担感と同時に満足感の甫慨苗があ
るとされている九満足感のような肯定的な認識を介護からの報酬とみた上で、介護者の精神的健康に影
響を及ぼしているとの指摘がある九したがって、介護者が家族の場合、介護者が介護を肯定的に捉える
ことができれば介護に対する負担感が軽減すると考えられる。また、これらの知見については家庭におい
て家族の介護を行なっている介護者だけにではなく、福祉施設において要介護高齢者への介護を行なって
いる介護職員にもあてはまることが推察される。
特別養護老人ホームなどの要介護高齢者の介護を行なっている福祉施設における、認知症高齢者の介護
に携わる介護職員に対する諦査では、特に会話ができないような重度の認知症高齢者と接する場合、介護
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職員は言葉で清報を{云達しでも理解やf，五、答が得られず、介護職員から認知症高齢者への一方向のコミュニ
ケーションとなることが多いことが明らかになっている。さらに、言葉による返事がないことによって介
護職員は不安を感じるだけでなく、お互いの考えが伝わりにくいと感じていることが報告されている九
認知症については、一度発達した知的機能が脳の器質的捧害によって広汎に継続的に低下した状態のこ
とをいうが、その概念的定義はそれほど明確で、はない九認知症高齢者を援助する立場から言えば、社会
的・職業的機能が妨げられる程度の知的(記憶ならびに認知)機能の障害が認知症の第一条件であり、知
的機能障害に基づき日常生活に様々な問題症状が出現するのが認知症であるといえるヘ
このようなことから、認知症高齢者の介護を行なっている介護職員が介護を常定的に捉えるためには、
認知症高齢者とのコミュニケ…ションが成立することが必要になる。その前提として、介護職員が認知症
高齢者の言語理解の程度を把握しておくことが不可欠となろう。
現在、特別養護老人ホームや介護老人保健施設なと守の高齢者の介護を行っている福祉施設に関して、要
介護者の希望を尊重し、自立した質の高い生活が過ごせるよう一人ひとりのニーズを把握した援助が求め
られている九介護職員が認知症高齢者の言語理解の程度を把握できれば、言語理解の程度に応、じた言葉
かけや表情やしぐさによる認知症高齢者が理解しやすいコミュニケーションをとることだけでなく、コ
ミュニケーションがとれるように心がけることにもつながり、より認知症高齢者の自立した質の高い生活
を目指した援助が可能になるものと考えられる。
以上のことから、認知症高齢者とのコミュニケーションに対する介護職員の認識について検討すること
が必要だといえよう。本研究では、特別養護老人ホームにおいて認知症高齢者を介護する介護職員が認知
症高齢者の言語理解の程度を把握する場合の視点、および認知症高齢者とコミュニケ…ションをとるとき
に心がけている視点の各々を見出すことを目的とする。
2鴎方 法
(1) 罷査対象者
調査対象は、特別養護老人ホームに所属している介護職員とした。
合計183人の回答のうち、全項目に臨答したアンケートを有効とした。有効田答率は85.2%(156人)で
あった。調査項目については、介護職員のプロフイールに関する性別、年齢、介護の経験年数である。以
下は分析対象者のプロフイールである。
性別は、男性42人 (26.9%)、女性114人 (73.1%)であった。
年齢は、 20歳代95人 (60.9%)、30歳代30人 (19.2%)、40歳代16人 (10.3%)、50歳代詩人 (9.6%)で
あった。
介護の経験年数については、 5年未満95人 (60.9%)、5年以上10年未濡53人 (34.0%)、10年以上20年
未満6人 (3.8%)、20年以上2人(1.3%)であった。
(2) 鵠査態簡と誤査方法
本研究の事前に予備調査として、特別養護老人ホームで認知症高齢者の介護を行なっている介護職員20
人から、認知症高齢者の言語理解についてどのようなことが気になっているのか、また、認知症高齢者と
コミュニケーションをとるときに留意していることについて開いた。
その結果から、まず介護職員が認知症高齢者の言語理解の程度を把握する場合に、どのようなことを手
がかりにしているのか、並びに認知症高齢者の言語理解についてどの程度把握していると認識しているの
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かを問う独自の質問項目を作成した。さらに、認知症高齢者とコミュニケーションをとるときにどのよう
なことを心がけているのか、並びに認知症高齢者とコミュニケーションをとるときにどの程度心がけてい
ると認識しているのかを問う独自の質問項目を作成した。
これらの質問項目を使用したアンケート調査の主旨を理解して協力が得られた特別養護老人ホーム10か
所に無記名による質問紙を記布し、後日各々の施設から直接間収した。なお、平成17年4月l日から同年
4月30日までの 1か月聞を調査期間とした。
方法は質問紙法による。質問項目は、認知症高齢者の言語能力の把握の程度に関する22項目、コミュニ
ケーションにおいて心がけていることに関する23項目とした。
認知症高齢者の言語能力の把握の寝度に関する質問項目については、どの程度把握しているのかの度合
いを、 l:tf:!:t援しているJIやや:tf:!握しているJIどちらともいえないJIややf巴撮していないJI:j:f:!主還してい
ない」の5件法で質問した。評価値は「把握している」から「把握していなしづまでにかけて 1~ 5点ま
でを配点した。
コミュニケ…ションにおいて心がけていることに関する質問項目については、心がけている度合いを、
「こころカfけているJIややこころカすけているJIどちらともいえないJIややこころがけていないJIここ
ろがけていないJの5件法で質問した。評価舗は、 fこころがけている」から「こころがけていない」ま
でにかけて 1~5 点までを配点した。
認知症高齢者の言語能力の把握の程度に関する22項目、コミュニケーションにおいて心がけていること
に関するお項自、各々ごとに平均値と標準髄差を算出した。さらにそれぞれ探索的因子分析を行なった。
3.結果
認知症高齢者の言語能力の把握の程度、コミュニケーションにおいて心がけていること各々についての
質問項目の平均龍と標準備差については、それぞれ表1と表2の通りである。すべての質問項目における
平均値は3点未満であった。
さらに、認知症高齢者の雷語能力の把援の程度、コミュニケーションにおいて心がけていること各々ご
とに行った関子分析(主国子法、パリマクス罰転)の結果は表3と表4の通りである。各因子について一
般的に棺関係数が0.40以上あれば中程度以上の相関があるとみなされているため、各々の国子で大きな負
荷を示した項目で0.40以上の因子負荷量を示した項目の内容に着目して厨子の解釈を行った。
(1) 認知症高齢者の雷語能力の把謹の程度
認知症高齢者の雷語能力の把握の程度に関する22項目において国子分析から得られた由子数は3つで
あった。項目 2、7、5、6、8、3、l、4、18、9、16は第 I因子、項目12、11、目、 14、10、13は
第 E 因子、項自 20、 19、 21 、 22 、 17~土第盟国子で大きな負荷を示していた(表 3 )。この第盟国子までの
累積寄与率は66.7で、因子負荷量が0.40以上の項目は22項目すべてであった。
第I因子に対する関子負荷量に着目すると、 r手jや「足Jなど自分の身体部位の名称の理解の程度J
f赤や青などの色概念の理解の程度JI大小や長銀などのよ七較概念の理解の稜度JI上下や左右などの空間
概念の理解の程度JI盟にのせている鰻践の数がわかるなどの数概念の理解の程度Jrコップをとってく
ださいjなどの物の名称による言語指示への理解の程度Jrコップ」や「テレビjなど周間にある物の名
称の理解の程度Jr書くものをとってくださいjなどの用途による物の雷語指示への理解の程度Jr水は
冷たい、お湯は熱いJなどの知覚に関する認識の程度JIあじさいやすみれをまとめて花として認識する
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表1 認知症高齢者の言語能力の把握の程震に関する22項目の平均値と標準需差
質鵠項呂
1. rコップ」ゃ fテレビ」など周囲にある物の名称の理解の程度
2. r手」ゃ「足jなど自分の身体部伎の名称の理解の程度
3. rコップをとってくださいjなどの物の名称による言語指示への理解の程度
4. r書くものをとってくださいJなどの用途による物の言語指示への理解の程度
5.大小や長短などの比較概念の理解の程度
6.上下や左右などの空間概念の理解の程度
7.赤や背などの色概念の理解の程度
8. Jlllにのせている鰻頭の数がわかるなどの数概念の理解の程度
9.あじさいやすみれをまとめて花として認識するような類概念の理解の程度
10.足し算や劉り害事などの計算能力の程度
11.今行っていることを記憶する能力の程度
12. r内閣総理大臣の名前」など一般的事実についての知識の程度
目.r電車とはどのようなものjなど単語に関する知識の程度
14. r今日は何月何日何暇日jなどの日付や曜日についての認識の程度
15.東西南北などの方角についての認識の程度
16. r花が咲いています」などの短文の復鳴の程度
17. rあじさいjなどのことばに対してイメージをどのくらいもてるのか
18. r水は冷たい、お湯は熱い」などの知覚に関する認識の程度
19. 1;科書、などの身体による模倣動作がどのくらいできるのか
20.手を振って歩くことなどの全身運動がどのくらいできるのか
21.ひもを結ぶことなどの手先を使うことがどのくらいできるのか
2.紙に書いてある線にそってはさみで切るなどの臼と手の協応がどのくらいできるのか
平均値 標準偏差
1.94 .832 
1. 99 .930 
2.09 .883 
2.37 1.066 
2.38 .993 
2.35 .995 
2.29 .957 
2.25 .975 
2.40 1.052 
2.45 1.126 
2.44 1. 102 
2.60 1. 274 
2町45 1.109 
2.24 1.132 
2.74 1.249 
2.28 1.058 
2.67 1‘091 
2.10 .949 
2.13 .937 
2‘24 1.045 
2.37 1.042 
2.56 1. 114 
表2 コミュニケーションにおいて心がけていることに関する23項自の平均値と標準備蓬
質問項目
1.相手が話しやすい雰囲気をつくること
2.相手の気持ちをくみ取ろうとすること
3.相手の気持ちをくみ取ろうとしていることを伝えること
4.相手の認知症の状態を過度に意識しないようにすること
5.棺手の認知症の状態をふまえてコミュニケーションをとること
6.相手のことばの理解の程度をふまえてコミュニケーションをとること
7.相手が何かを{云えようとしたときに急がせないこと
8.相手カf何かを{云えようとしたときに口をはさまないこと
9.相手が作Jかを伝えようとしたときに先回りしないこと
10.棺手が何かを伝えようとしたときに最後まで聴くこと
11.相手が言えない場合格手の答えとして出てくるヒントを出すこと
12.相手がわかるようにポイントをしぼってわかりやすく話をすること
13.相手にこちらの言うことを繰り返すようにすること
14.相手がわかるようなコミュニケーションのとり方の工夫をすること
15.相手のことばの理解の程度が低い;場合短いことばで話をすること
16.相手のことばの理解の程度が低い場合繰り返して話をすること
17.相手のことばの潔解の程度が低い場合ゆっくり話をすること
18.相手のことばの理解の程度が低い場合具体的に話をすること
19.相手のことばの理解の程度が低い場合表情を使うこと
20.相手のことばの現解の程度が低い場合身振りを使うこと
21.相手のことばの理解の程度が低い場合具体的なものを指差しで示すこと
2.相手のことばの理解の程度が低い場合具体的なものに手を51いて示すこと
23.棺手のきこえに問題がある場合文字を書くなど提示して示すこと
平均値標準偏差
1. 54 .790 
1. 47 .774 
1. 92 .887 
1剛92 .974 
1. 68 .916 
1.65 .878 
1. 70 .846 
1. 76 .875 
1. 96 1. 009 
1. 62 .815 
1.81 刻938
1.72 鴎825
2.15 1. 085 
1.72 .825 
1.72 .900 
1.70 .883 
1.49 .775 
1. 95 事962
1.79 .894 
1. 69 .870 
1.78 .891 
2.03 .912 
2.10 .998 
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表3 認知症高齢者の雷語能力の把握の謹度に関する顕子分析
質 関 1貰 図 調子1 因子2 関子3 共通性
2. r手」ゃ「足」など自分の身体部位の名称の理解の程度 電723 .120 .191 .574 
7.赤や青などの色概念の理解の程度 .701 .278 .380 羽712
5.大小や長短などの比較概念の理解の程度 .687 .372 .344 現728
6.上下や左右などの空間概念の理解の程度 .679 .349 .336 .696 
8. 1lllにのせている鰻援の数がわかるなどの数概念の理解の程度 .679 開361 .289 .675 
3. rコップをとってください」などの物の名称による言語指示への理解の程度 .676 .386 .193 .644 
1. rコップ」ゃ「テレビ」などj議聞にある物の名称の理解の穏度 .670 .245 則 189 .545 
4. くものをとってくださいJなどの用途による物の言語指示への理解の程度 .633 .549 .206 .744 
18. r水は冷たい、お湯は熱いjなどの知覚に関する認識の程度 .525 .256 .442 .536 
9.あじさいやすみれをまとめて花として認識するような類概念の理解の程度 .518 .417 .341 .559 
16. r花が咲いていますjなどの短文の復鳴の殺度 .499 .368 .397 ‘542 
12. r内閣総理大臣の名前」など一般的事実についての知識の程度 .241 .825 .162 .766 
11.今行っていることを記'隠する能力の程度 .338 .736 .300 剛746
15.東商南北などの方角についての認識の程度 .288 .729 .349 .736 
14. r今日は何月何日侭耀臼」などの日付や曜日についての認識の程度 .304 .707 .296 .679 
10.足し算や割り算などの計算能力の程度 .388 .691 .292 .713 
13. r電車とはどのようなものJなど単語に関する知識の程度 .469 .582 .364 .692 
20.手を振えて歩くことなどの全身遼動がどのくらいできるのか .305 .296 .749 .741 
19.体操などの身体による模倣動作がどのくらいできるのか .388 .165 .706 .676 
21.ひもを結ぶことなどの手先を使うことがどのくらいできるのか .239 .479 .661 .723 
22.紙に書いである線にそってはさみで切るなどの自と手の協応がどのくらいできるのか .273 .512 .597 同692
17. rあじさいjなどのことばに対してイメージをどのくらいもてるのか .342 .457 .486 刷563
5.72 5.25 3.71 
25.99 23.88 16.87 
累積寄与率 25.99 49.87 66.74 
ような類概念の理解の程度Jr花が咲いていますJなどの短文の復唱の程度Jといった項自が相関係数0.50
~O. 72の範闘であった。このため、第 I蕗子は、昔話に関する探念の理解に関連する昭子であると解釈し
た(以下、「言語概念の理解」の因子)。
第E因子には、 r内閣総理大臣の名前jなど一般的事実についての知識の程度Jr今行っていることを
記憶する能力の程度Jr東西南北などの方角についての認識の程度Jr今日は何月何日f肝翌日jなどの日
付や日産自についての認識の程度Jr足し算や割り算などの計算能力の稜度Jr電車とはどのようなものJ
など単語に関する知識の程度J の項目が相関係数0.58~0.83の範囲となっていた。このことから、生話に
必要な言語の理解に関連する鴎子と解釈した(以下、「生活言語の理解Jの因子)。
第理由子には、「手を掠って歩くことなどの全身運動がどのくらいできるのかJr体操などの身体による
模散動作がどのくらいできるのかJrひもを結ぶことなどの手先を使うことがどのくらいできるのかJr紙
である線にそってはさみで切るなどの自と手の協応がどのくらいできるのかJrあじさいJなどの
ことばに対してイメ…ジをどのくらいもてるのかJ の項目が相関係数0.49~0.75の範聞となっており、こ
れは、身体運動とイメージの理解に関連する閤子と解釈した(以下、「身体運動・イメージの理解jの因
子)。
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(2) コミュニケーションにおいて，むがけていること
コミュニケーションにおいて心がけていることに関する23項目について、閤子分析から得られた厨子数
は3つで、項目 8、7、2、l、10、11、9、12、4、3は第 I由子、項目18、22、目、 16、21、23は第
E悶子、項目17、20、13、目、 14、6、5は第盟国子で大きな負荷を示していた(表4)。この第E因子
までの累積寄与率は61.4であった。また、因子負碕量が0.40以上の項目は23項目すべてであった。
表4 コミュニケーションにおいて，むがけていることに関する盟子分析
欝 詞 Z真 目 閤子1 国子2 留子3 共通性
8.相手が何かを伝えようとしたときに口をはさまないこと .775 .293 .193 .724 
7.板手が何かを伝えようとしたときに急がせないこと .734 .198 .368 .713 
2.棺手の気持ちをくみ取ろうとすること .628 .090 側564 .720 
1.棺手が話しやすい雰殴気をつくること .626 .191 .468 .647 
10.相手が何かを伝えようとしたときに最後まで聴くこと .614 .385 .326 .631 
1.絶手が言えない場合相手の答えとして出てくるヒントを出すこと .611 雀375 .194 .551 
9.根手が何かを伝えようとしたときに先回りしないこと .603 .392 .167 .545 
12.相手がわかるようにポイントをしぼってわかりやすく話をすること .497 .392 制420 .577 
4.相手の認知疲の状態を過度に意識しないようにすること .492 .362 則310 .470 
3.棺手の気持ちをくみ取ろうとしていることを伝えること .479 .428 .252 .477 
18.相手のことばの理解の程度が低い場合具体的に話をすること 圃275 .676 .335 .645 
2.相手のことばの理解の程度が低い;場合具体的なものに手合ヲiいて示すこと .199 .676 .261 .565 
19.棺手のことばの理解の程度カf低い場合表情を使うこと .309 .653 .396 .678 
16.棺手のことばの理解の程度カf低い場合繰り返して話をすること 胃306 酋567 .127 .432 
21.棺手のことばの理解の程度が低い場合具体的なものを指差しで示すこと .400 .518 .514 .693 
23.柏手のきこえに陪惑がある場合文字 くなど提示して示すこと .318 .414 .344 .391 
17.相手のことばの理解の程度が低い場合ゆっくり話をすること .396 .316 .708 .758 
20.相手のことばの理解の程度が低い場合身振りを使うこと .276 .466 .637 .699 
13.祁手にこちらの言うことを繰り返すようにすること .236 .505 .631 .709 
15.相手のことばの理解の程度が低い場合短いことばで話をすること .255 .501 .550 .618 
14.相手がわかるようなコミュニケーションのとり方の工夫をすること .374 .510 .533 .684 
6.相手のことばの理解の程度をふまえてコミュニケーションをとること .511 .358 ‘522 .662 
5.相手の認知症の状態をふまえてコミュニケーションをとること .443 .288 .492 .521 
因子寄与 5圃27 4.48 4.36 
22.93 19‘47 18.95 
累積寄与家 22.93 42.40 61.35 
第112SI子に対する因子負荷量に着目すると、「相手が何かを伝えようとしたときに口をはさまないことJ
作自手が何かを伝えようとしたときに急がせないことJI相手の気持ちをくみ取ろうとすることJI棺手が
話しやすい雰囲気をつくることJI柏手が何かを伝えようとしたときに最後まで聴くことJI相手が言えな
い場合相手の答えとして出てくるヒントを出すことJI相手が何かを伝えようとしたときに先間りしない
ことJI相手がわかるようにポイントをしぼってわかりやすく話をすることJI相手の認知症の状態を過度
に意識しないようにすることJI相手の気持ちをくみ取ろうとしていることを伝えることJにおける相関
係数は0.48~0.78の範間にあった。このため、第 I臨子は、認知症高齢者がコミュニケーションをしやす
いように配癒することに関連する関子であると解釈した(以下、「コミュニケーションへの配慮Jの関子)。
第立閤子には、「相手のことばの理解の程度が低い場合具体的に話をすることJI相手のことばの理解の
程度が低い場合具体的なものに手を51いて示すことJI棺手のことばの理解の程度が低い場合表清を使う
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ことJ1相手のことばの理解の程度が低い場合繰り返して話をすることJ1相手のことばの理解の程度が抵
い場合具体的なものを指差しで示すことJ1相手のきこえに問題がある場合文字を書くなど提示して示す
こと」の項目で¥梧関係数0.41~O. 68の範閣であった。このため、特に認知症高齢者のことばの理解が低
い場合に、コミュニケーションを取りやすいように非言語的コミュニケーションなとやを鎧って、分かりや
すく表現することに関連する因子と解釈した(以下、「非雷語的コミュニケーションjの由子)0
第車関子には、「相手のことばの理解の程度が低い場合ゆっくり話をすることJ1棺手のことばの理解の
程度が低い場合身指りを使うことJ1相手にこちらの言うことを繰り返すようにすることJ1相手のことば
の理解の程度が低い場合短いことばで話をすることJ1相手がわかるようなコミュニケーションのとり方
の工夫をすることJ1相手のことばの理解の程度をふまえてコミュニケ…ションをとることJ1相手の認知
症の状態をふまえてコミュニケーションをとること」における項目で、棺関係数0.49~0.71の範閣となっ
ており、これは、認知症高齢者の言語能力を留意した上でコミュニケーションをすることに関連する国子
と解釈した(以下、「コミュニケーションの具体的工夫」の悶子)。
4.考察
介護職員における認知症高齢者の言語理解の程度を把握する際の視点に関して、「言語概念の理解J1生
活雷語の理解J1身体運動・イメージの理解Jの3悶子が抽出された。認知症高齢者とのコミュニケーショ
ンをとるときに心がけている視点については、「コミュニケーションへの配慮J1ゴド言語的コミュニケー
ションJ1コミュニケーションの具体的工夫」の3由子が抽出された。
認知症高齢者は知的機能の瞳害が言語能力に影響を及ぼし、うまくコミュニケーションをとれない場合
が多く、介護職員に大きな負担となっている8)。しかしながら、介護職員には認知症高齢者の言語能力合
把握した上で接することが求められている九介護職員は認知症高齢者の雷語理解の程度を把握する際、
関する統念、生活に必要な言語、身体の運動やイメージについての3つの側盟から捉えようとして
いるため、認知症高齢者の言語に関連する領域について把援しようとしていることが推察される。
雷語理解等の認知能力を把握することは、その人を理解しようとする動機づけを強め、雷葉をかけよう
とする心がけを高めることにもつながる九また、コミュニケーションについては、言葉(シンボル)や
身撮り・表情、あるいは他の記号(サイン)を用いて相手に心的内容を伝えることとされている。その機
能には A情報伝達の手段と情緒的交流の2つがある則。認知症高齢者との交流には共感的結びつきが重視さ
れているl九しかしながら、適切なコミュニケーションを行うためには狭い意味での言語能力に加えて、
その場の状況・話の相手・話題などについての知識・思考・感情など、数多くの要閣を同時並列的に処理
し統合する高度の認知能力が必要とされているヘ
介護職員は注意すれば重度認知症高齢者の表情を読み取ることができ、認知症が進行しでもその者自身
の精神的な体験は続いているため、それを介護職員に伝えることができるとの知見があるへこのため、
認知症高齢者の表情に注意しながら、手の動きゃ身掠りを使ったコミュニケーションをとることが求めら
れる。介護職員が認知症高齢者とのコミュニケーションを行う際、コミュニケーションをとりやすいよう
な配慮をすること、相手に理解しやすいように非雷語的コミュニケーションをとること、およびコミュニ
ケ…ションをとりやすい工夫を心がけることの3つの側面について捉えようとしていることは、認知症の
程度が重度であっても認知症高齢者とのコミュニケーションをとろうとする介護職員としての姿勢を示し
たものと考えられる。
総じて、介護職員は認知症高齢者の言語理解の桂度を把擢したうえで、言語理解の程度に応じたコミュ
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ニケ…ション手段を考麗しながらコミュニケーションをとることを心がけているものと推測される。
本研究においては、認知症高齢者の介護に携わる介護職員が認知症高齢者の言語理解の程度を把握する
際の視点、および認知症高齢者とコミュニケ…ションをとるときに心がけている視点を見出し、これらに
ついて検討した。
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